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1．はじめに 
早稲大学日本語教育研究科開設 15 周年を機に、戦後 70 年を経た今出版された本書を大
変興味深く読ませていただいた。「私はこう読んだ」という書評でよいとのこと、本書を読
みながら頭に浮かんだこと、印象に残ったことを中心に述べたいと思う。一読して気になっ
たことばは、「公益性と公共性」、「公共性のリスク」「オープンであること」、「言語教育」、
そして「パラドキシカルな実践」である。いずれもどこか気になりながら、正面から議論
してこなかったことが意識化されたように感じたからである。 
2．公益性と公共性 
第 1 部に収録されている 5 つの講演会とそのコメントは、「公共性」を多角的に検討す
ると同時に、「公共性」のリスクについて考えることを可能にしている。本書の編者川上は、
「序」のなかで、次のように述べている。 
ここで日本語教育の公共性というときの「公共性」とは、「公共事業」「公共政策」と
いった国レベルの行政の＜公益＞の意味ではなく、社会のあり方、人のあり方、そし
て社会とことば、人とことばを考えるときの言語教育としての日本語教育の視点をい
います。 
そうであってほしいと思う。しかし、第 1 部をとおして、「公共性」が国レベルのものと
してとらえられた場合、国の利益が個人のものより優先され、「公益性」の名のもとに、個
人は我慢を強いられるようになる可能性があることが読み取れる。そして、「公共性」を「公
益性」とは区別して、「公共性」が一人ひとりの人、その人の人権を意識したものであると
したとしても、「公益」＝国というイメージが「公共性」にも潜みやすいことが示唆されて
いる。 
日本語教育学会は、2013 年「公益社団法人」となった。その準備の段階で、「公益」と
なることについて、制度の変更に関する説明や議論はかなりあったと思うが、「公益とは何
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か」についての議論が十分なされたとは言えないように感じている。「社会に貢献する」こ
とが謳われているが、その「社会」がいかなる社会なのかに立ち返って深く議論すること
は、時間的にも余裕がなかったのかもしれない。少なくとも、一般の会員レベルでの議論
はなかったように思われる。 
戦後の日本語教育は、戦争中の日本語教育とは一線を画して、新しい日本語教育をめざ
してきたとされている。実際に、1980 年代の初頭、個人的な日本語教授の経験を経て本格
的な研修を受けはじめたころ、「戦前・戦中の日本語教育を一旦脇に置いて、新たな日本語
教育に取り組む」と聞き、新しいものに取り組んでいくのだと思った記憶がある。戦後 70
年を経た昨今、戦争の記憶が薄れ、その事実が忘れられることが危惧されている。このよ
うな今示されたこの「公共性と公益性」の議論は、「脇に置いたままでいいのか」という問
いを浮き彫りにしたように思う。戦争中の日本語教育にまでさかのぼって考えると、公益
＝国の利益と考えることの危うさが見えてくる。どのような社会かを考えない「社会への
貢献」は危ない。日本語教育学会の公益性の議論において、「社会に貢献する」の「社会」
はどのようなイメージでとらえられているのだろうか。言語化され、共有されているのか
といえば、そうとは言い難いのが現状ではないだろうか。ここに、石黒氏（第 3 章）の指
摘する「リスク」が存在すると思われる。 
3．公共性のリスク 
「リスク」について、もう少し考えてみたい。「公共性」を「公益性」ととらえてしまう
と、「社会への貢献」を否定することは難しく、公共、公益のためには個人の我慢も求める
ようになる。弱い立場にある人、発言力の弱いところにその我慢を強いることが多く、「公
共性」の名の下に、ことばが暴力性を強めることが懸念される。ことばと社会を考える際
には、その裏にある力関係を意識することが必要である。「公共性」を考える際には、こと
ばの持つ力に潜むリスクについての議論がもっとあってもよいのではないだろうか。公益
とは、だれにとっての公益なのか。国というくくりで考えると、周縁に置かれることにな
り、その受益者には含まれない人たちが出てくる可能性もある。7 章の「かつての日本人」
や「中国帰国者」のような事例がもっと語られてよいのではないだろうか。そのためには、
オープンな語りを可能にする「場」が必要であろう。 
1992 年 5 月、日本語教育学会創立 30 周年・法人設立 15 周年記念大会で開催されたシ
ンポジウム「日本語教育の展望─その過去・現在・未来─」に登壇された故木村宗男先生
のお話を思い出す。日本語教育学会の副会長として学会に貢献された方であるが、戦中フィ
リピンでの日本語教育を経験されている。この日、反省のことばとともに、その経験を語
られた。「脇に置いていること」について、日本語教育の歴史に関する書物や資料で読むの
ではなく、公的な場で直接に伺ったのは、この時が初めてであった。日本語教育学会に保
管されている記録から、印象に残ることばを少し長くなるが引用してみる。（部分的に引用
するが、責任は筆者にある。） 
そのころの日本語教育は国語教育でありまして、「国語教育」と称しておりました。 
これは“皇民化”による植民地支配のための教育の根幹とされておりました。また、
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大陸、植民地では占領地行政への協力者の育成、住民との友好、そのための宣撫といっ
たことが目的で日本語教育が行われていました。……住民の生活や福祉は犠牲になっ
たのであります。……こういう状況下で曲がりなりにも授業が行われたわけです。そ
れを可能にしたのは学習者に学習動機があったことです。……ところが残念なことに、
結果としては学習者の動機、学習者の学習意欲を裏切ることになったわけですね。
ちょっと日本語が上手になって通訳もできるようになった人たちが、終戦後、日本へ
の協力者として社会から指弾されるという気の毒なことになったわけです。建前と本
音を使い分けた国策の誤りのもたらした結末だと思います。 
このシンポジウムが開催された頃は、当時を知る人が戦争中の日本語教育を研究対象と
することにはまだ躊躇があるように感じていたが、その後、むしろ戦争を直接的には知ら
ない世代の研究者によって研究が進められるようになってきた。日本語教育の歴史として
の研究が多いと思うが、最近では当時の経験を日本語学習の面から探る研究も出てきてい
る（河路 2011，2016）。脇に置いたままにしない試みと言えるが、まだ脇に置かれたまま
になっていることの方が多いのではないだろうか。 
1980 年代に入り、それまでの留学生中心の日本語教育であったところに、中国帰国者、
インドシナ難民といった定住型の学習者の日本語教育が加わり、1990 年の入国管理法の
改 正以降、外国人労働者、技術研修生、技能実習生、さらには、ビジネスパーソン、介護・
看護候補者、高度人材と、その時々の社会のニーズへの対応に追われるかたちで日本語教
育は進められてきた。日本語教育の「公共性」を考えるに際して、7 章に示されるとおり、
「歴史から学ぶ」ということを、思い起こしておきたい。 
4．言語教育として考える日本語教育 
本書で日本語教育の課題として語られていることの中には、より広い意味での言語教育
の課題としてとらえたほうがいいのではないかと思われるものがある。社会とことば、こ
とばと力、ことばとアイデンティティなどは、日本語教育に限られるものではない。日本
語を扱うことからくる特有の課題があるかもしれないが、本書に示された課題の多くは、
序に示された川上のことばのとおり、「言語教育としての日本語教育の視点」からとらえる
べき課題である。広く言語教育の問題としてとらえつつ、日本語教育では、日本語に焦点
を当てて考えるというスタンスが重要なのではないだろうか。 
複数言語環境に暮らす日本語学習者は、日本語教室や日本語教師と一緒にいる空間（教
室）においては、日本語を中心に考えているかもしれないが、一歩教室を出ると、手持ち
の言語をフルに活用して生活している可能性がある。仕事場での言語、家庭での言語、日
本語の教室での言語は違っている可能性がある。また、仕事の相手によっては異なる言語
で対応している可能性もある。また、複数言語環境で暮らす子どもの生活を考えると、体
系だった複数のことばが整理された状態で頭のなかに存在しているわけではないであろう。
いろいろな言語の断片が混在したかたちで頭のなかにあり、生活空間にも多様なことばが
飛び交っているといった状態なのではないだろうか。あらゆる言語リソースを駆使して、
自己を表現し、また人とかかわりを持っているのではないかと考えられる。多言語・多文
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化化の進む日本で、とくに子どもがことばを学ぶことに関しては、世界各地の複数言語環
境下で子どもの言語教育の一つのケースとしてとらえることも必要ではないだろうか。そ
のためには、国語教育、英語教育その他の外国語教育を射程に入れた言語教育研究と具体
的な連携の取り組みが必要であろう。その意味で、川上が最終章で触れている複言語的視
点が重要だと考える。The Multilingual Turn in Languages Education: Opportunities 
and Challenges（Jean Conteh and Gabriela Meier Eds. 2014）では、モノリンガルな見
かたからの脱却が繰り返し語られている。マルチリンガル教育を研究し、実践を試みてき
た国々においても、個別の言語の複数化としての「多」あるいは「複数」ととらえられて
いることの方が多い。子どもは、頭の中には複数のことばが混在しつつ、人とかかわる中
から意味を紡ぎだして自己を表現し、生活している状況はまだ十分には把握されていない
という。日本においても、これからの課題と言えよう。 
5．おわりに 
最後に、日本語教育の公共性を考えることを「公共日本語教育学」とすることにリスク
はないのだろうか。「学」としてしまうと、「場」が閉じられるような気もする。日本語教
育における「公共性」の問題は、日本語教育に関わるすべての人が考え、議論すべきこと
ではないかと思う。「学」とすることで、参加しにくくなる人が出てくる可能性はないだろ
うか。オープンな議論の場を維持することと「学」とすることの間にもパラドキシカルな
関係があるように思う。 
一旦脇に置いてきた戦前・戦中の日本語教育を、現代までつないで振り返り、その歴史
に学ぶ時であると思う。そして、本書に示された「社会のあり方、人のあり方、社会とこ
とば、人とことば」を念頭に置いて、言語教育としての日本語教育に取り組みたい。日本
語教育の法制化の議論もあるが、「公共性」と「公益性」の観点から慎重な議論が求められ
よう。一人ひとりの実践においては、「公益」と「公共」、国家と個人の双方に向き合い、
狭間に立ち続ける覚悟が求められるような気がする。これも、本書で示されているパラド
キシカルな実践と言えるだろうか。 
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